
天然更新基礎試験第 2報

森林樹木の垂直分布と成長との関係

中 !Jff 実(1)

まえカ之さ

j副本事業が年々i'~5(fI}抜の土地に拡張されつつある今日.これら迂tH対象林水の[当然状態のままの分布施

困， 11児長状態，またf[<';j，をの樹隠のその段境におけるwn件;の:ill!J，ê、とそれによって夫切される形H，生f'TI，生

態(l'~材質などを究明しておくこと:む将来そのi也に造林をする場合にきわめて有効なことと考えるO

X:>Iぐ，一つの山について，そこにある植物の垂直分布を決定するとき，それが孤立準であるときは，その

作業はそれほど関知でなし、。たとえば，本道におけるキ蹄IJ~のように，外観しただけでおおよその分布状

隠は判別することができるが，複雑多岐な地形にある山岳のときlむその地I診および地形にともなう同所

気伎の45鮮などによって，ある一定の境界献をだすことはきわめて附燥で‘あり，ヵ‘つラそれが広大な面白

を占布しているとき支すますその度を増すので丸る。

本調査の対象となった大~111突は.とくに山岳責任とした 1 Í'i央山1\恨のまん中に位注しており，その図的

も広らかっl-jl心から多くの毘恨をにして地形は複雑であり，発述した裾野も f~Y{かに北TlIiと阿国にだけあ

って双阿国の気象上の器具もはなはだしく ， t山形の変化とともに組物の分布上にかなり大きなii~~B~をあた

えている。

今日の北街道で、残された数のすくなL 、森林資源のーっとしてのこの Iド央高地ほ，いまここにあらためて

その1fi要性をとくまでもなく，すでに，平くヵ、ら各方面でi':tll され，また多〈の研究調査がなされており，

その利!Hl開発にかんしては関今の政策がたてられている。

このように本道林業にとって軍要な意義をもっ中央高山地惜の樹木の翠直分布にかんしては，すでに立

下氏のタïJLHJëHM斜地における報告のがあり，また原田氏 1) の「大雪火山会の森1、利，1について」の報告も

なされているが，筆者も最近大雪山を吋わしとしてこの積の調査研究をする被会を'Í~nこので，その一部で‘あ

る樹木の'1["区分布について，北国およひ:pq回の，しかも経済的森林限界以下で，永山岳ヵ、ら同ヌi， 安j忌聞

にや[，びた毘根および北鎖岳のテシマグ沢にそったリグマ ν ペツの尾根，長岳のソオウ ν キヨウ側の尾根に

ついて，また成長は永山岳の北西国で，それぞれその成涯を取り鎮めたので報告する。

なお，これらの得られた結果からさらに進んで育林的考察をするのが当然と考えられるカ~， ÞI下各海抜

高ごとに稚樹の形態上にあらわ;Itる差異と環境主の関係ァ各樹種の個体生態などについて調斉研究中なの

で，これらの結果を得てから綜合的に検討することにしここでは前述のように垂直分布と成長との凶係

についてのみ記すことにする。

なお，この試験を実施するにあたり，前i支場長林行五氏，支場長期下銅造氏.造林部長内田丈夫氏の指

(1) 北海道支弘治林部道称研境宅民
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f与と援助にあず山ることが多かった。また・旭川11本務場からは多大な{店員'を与えられた。ともにお3 く感謝

L 、たします。

1 :t既 5兄

1. i也形

i'!IlJ診は大出山祭のうちで.とくに乙の研究の対~<とたった北何回だけについて記すことにする。

この面は凶は永山岳より弓|く l宅恨が布にアンタロマ川をともなし、延々上J1 1盆J'出にj乏しており，さらにそ

の北ß!lI ìこは愛別岳からでる尾根が，白川百台にいたり，また北銀岳からの尾根はテシマグ沢に沿って長く

門雲JJll石狩川昨1:にいたってタ一大断践を作ってし、る。また，上川岳からでている毘根は12宮な森林をょう

してーí~ 1) "右側には定別岳からの尾根ヵ"また左側には陵雲岳からの毘肢が，それぞれこの尾根の liEjf\11]ìこ

併行してともに石狩川昨のソオウ:/キヨウ力 a ら 8 粁下流の点でとどまっている。さらにその北側にある黒

n"rカ i らの尾1的おやや急峻な，しかし r!Jの広 L 、地1診をしてI町ドのソオウ ν キヨウに淫L， ;j j狩川に断主主:を

たして多くの滝を1'Pっている。

これらのj毛根は，いずれも大きな|昨起をしており，その問を流れる添川は司それぞれ!急流となって句あ

るいはj竜を1'P り， ;Cî狩 !IIにそそいでいる。

制野の発注は，ァ ν タロマに達する永山岳からの尾悦だけが比較的良好で・大体海抜 300m の地点で

農耕地に援しており，そのほかはいずれも 500m-600m の海抜高である L 、は?:;i台状の農地となり，ある

いはまた断Hi:となって石狩 111にのそ、んで、いる。

地質は安山岩合主体とする徐三帝己火成岩からなり，悲岩の上に厚L 、川の研工1:をもって夜われてし、る。

2. 気候

この試験地は本道気候区の院分によれば，円陣山岳部に属し，年平均気j日は 4-5 度で.最援月平均気

温 20 度内外，長~};月平均気Vflt零下 11 度以下となってし、る。また， 111(，"/]<:.設は年Itn~ピ通じてみた k きは9

-'1 1 春季に肢も少ない特殊事尽を有し・年間合計 1 ， 150 mm  (愛別観測所〕で月別にみると，最も多L 、のは

9JJ の 150mm で 7 月および 8 月がそれぞれ 130mm ïÌÎj後|吟っている。

f危工

1凶42γ。 3お5' ，ブ f海好抜 208.4m) の飢世淵測\IJ数{他此を問L 、、. これを針1海h忽刷]孔t抜在灯F丙1吉7の2裂i匂化による気況沼1の辺辺i減率により 5-1ω0 月の

柑揃杭1:生正宅þ.t期担問の l~'[j度を万示ミすと招 1 夫のよ 3 になる O

白íJ; 1 表気 話』 表

! 5 6 I 7 8 9 均
1m ttz ~j--""'~ 、

一一一 一一一一一一一一一一一一一一

400 12.30 18.5 20.9 21.3 17.3 9.9 16.7 

正 00 11.02 17.16 19.56 19.96 16.24 8.8.1 !日..16

800 9. 7-1 15.82 18.22 18.62 15.18 7.78 14.26 

1,000 8. .16 J.'!.48 16.88 17.28 14.12 6.72 12.99 

R 森林植物の垂直分布

家川、貯誌はきわめてよく発j圭 L.. t耳元限\7J;~下は，ことごとくこのtl1l1jのl~~-~31[S同であるトド'" ':l， グロ



国組問菖現時調~ 1 ・j3F3:
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エヅマ ツ，アカエグマツなどで占有せられ，一応気候的，土地的に|司定した形をしているがタまた，人的

破壊によって多少舵相に変イ['，をきたし， 政在移行しつつあるところも部分的にみることができる。これら

森林樹木D垂直分布と成長との関係 ( 'Îi !lJ}) 

の森林を構成する樹樋を列挙すると次のような絡である。

ミ ズ、ナラ，イタヤ，シウリサクラ ， オ ヒ ョ ウ 〆モ， キハ ダ.トド マ ツ，グ ロエゾマツ，アカエゾマヅタ

-\'ゴー lf

モ，ミズキ，セゾ ノ キ，イチイ，ナナカマ F" ，ハンノキ。

これらの樹問がそれそ、れの海抜高で，みずβ 通らi曲!ぶした環境を選定し， Jk平的にみ、て温情的樹析を合ん

ダケカ ν ノ、"7 "}J :/ノち*，1ミノ qo ，メイ ゲッカエデタ アズキナシ，シナノキタ エゾヤマ-1)ヱグヅタ

t::illî寒?若林特有の若n存を形成している。

1氷床は全般的には。ササ煩(グマイサザタオグヤマササ〉がもっとも大きい被度および:Jlfj度合有し， 同

ミ吋マカタノご ミ， エゾメン---<' ， '9ノレ地的にオオカメノキ ， '/ ノレアヂサイ，マイズノレサウ，シラネワラピ，

ゴンヶ γ スゲ，コケ'eyiなどが比較的に大きいんらわJ しかた会している。シキミ， ゴセ、 :/ßl づーパ ナ，

以下これらの植物につ\， 'í心その垂直分布， 群議の構成を検討する。

樹木の垂直分布1. 

高さによる組数の::Jt化は民 2 表に示すように，場所によって地形的な影きようなうける伝J山気伎のZLζ化

ソオウン ヤョウ ιつ1. , 000 m , とに原因 し 。 多少の相具はあらわれる o ~~}にリグマ γ ベツの海抜 800 m

ではリグマ ν ベツがもっと600 m と 800m のようにタまったく 1'"'1じ数の H IJ:児があったりまた 600 m 

も 多 くの1"[!数合生ずるように，これらはいず)1.もï'Jíjに述べた地形のf6 さょう乞受けにj記l地気伎の相具によ

ωI 8GO I 1し， 0ぷO広;

9 I 7 I 5 
II I 4 I 4 

10 I 10 I 7 

15 I 13 I <) 

(1り〕陸満別と問雲峡は:録辰尉{低氏所海J抜高カが; 6ω0∞0去品1 でで、

ある。

(2) 平均の数字は 3 地区共通の殺は 1 っとし

てこの区全体に出羽，する積数をかかげて

おる。

ìÚj抜高による ト[-\羽陀数

iÍ1.H友日 | 
一 一 400 

問 l

別

IIIﾆ 

均

gf~ 2 至近e

18 U
A
前
回
日

悩一

安
陸
開
平

る 5';1境の変化刀:大主な広L悶と考えられる。

全体的にみて高度が増すことによって同教 J円以

ることは当然と考えられるが， しかし， このよ

うに変化する関数の内容をみると ， それぞれの

磁のもつ特性をよりはっきりとみとめることが

18 

I王

できる。釘 3 表はその内符を示したもので， 400

m では トドマ ツほか 17 種であるが， これらの

うちで林冠借住民の主体をなすものは， トド マツ，

ミズ ナ ラ ， イタヤ，Ô/ナノキなグ ロ エ ゾマツ，

ト ド マツがもっとも優勢でラグどで， とくに ，

ミ ズナヲはj也]仇地質f.!:どの2問中により同地的に

優占群E港落持佐.を7形μb砂y

ロ エ グマ ツ が侵入しつつあるのをみとめることカが;でで一きる。

ロ エゾマツ とともに混交率の半数をしめている。また，

をしトドマツで全本数の 63 %等区線であるが， この地区でもっとも優勢な樹怪" 1.，っき、に . 600 m 

め，それに，グ r エゾマツの 20% を加え，針葉樹乃出宮 ，数が圧倒的に多数をしめており，そのほかは表

ミスーナラほか， 12 絡がみられ匂これを前記 400m 畝と此較すると 夕 日山性(あるし、はにも示すように，

亜寒帯性〉樹極としてタ ダケカ γパが出現して L 、 るの合みるが，その他の樹極につL 、ては，その H:\王þj個体

数に多少の変化をみたことと，メ f ゲッカエデ，アズキナシ， エゾヤマザグラタヤチダモ 9 ミズキなどが

姿を消し， そのかわりあらたに，ダケカシノ、ナゴカマド ， ヤマハ Y ノキなどが記載されたことで、ある。

トドマツがもっとも多く出現し，グロエゾマツこれにつぎ， また こ の高さでまた， 800 m 等高線でも ，
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tf~ 3 表樹木混交率表
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1.48 

ラ.92 4.86 1.06 

1. .18 

2.22 0.27 

o. 74 

0.37 

O. H 

0.37 

0.37 

1. 35 f
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ハ
U

0.53 

o. ラ 4

1.89 

0.5.4 

0.5.4 

7.42 0.23 

3.71 11.96 

2.65 3.02 

アカエゾマツ，ダケカシパがようやく林冠熔成樹極として託契な位置にHi刻してくる。その仙!よ梨間とし

ては，イタヤはか 8:(.査を記11殺したが.400 m 総と比べると，前者で 15 慣を数えた広葉樹はp この日さで

その同じ穐は陀かに 7 積となりァその半数近くが滋少していることをり、11るのである。また，その林冠j"{ljùx.

J状態も設と屑は大部分釘店店協jをもって占有されて・広葉樹は亡の下回に散生的に生じている。

つぎに 1， 000 m 等商紋では随数が急搬に減少し，その主体をなすものは，ァカエゾ"Y''';1の 32% をはじ

めp トド"y' 'J ， グロエグマツの針葉樹であり，広葉樹としては・ダケカシパの 11% が主なもので.ほか

は‘ナナカマド，シウリザグラなどがE主力、に混生するのみである。

以上l土各樹径の混交の状態方白ら分布の様子会総括的に比較検討したのであるが，これをさらに各地区ご

とにわHて考察してみると， リグマ ν ペツの尾恨のように， jJíîに述べた IjJ， JJ1，~î数で、みられたようなi山形に

よる影響を，この混交の状態でも必めることができる。すなわち，リグマンペツの尾根のように1'可側にさ
らにt:fi l 、尾恨のあるところF また層雲映の尾根のように黒岳によって限飽から巡け』られている処などのご

ときは，いずれもトド~"Yの出吹が多く，カヴ南海抜の点までそれがおよんでおり?とくに 800m の高さ

ではア ν タロマの例と逆にグロエゾマツより日L 、混交率をしめしている。また， 1, CCOm の高さではアカ

ι グマツより商し、ぬ交率を示している。

このようにトドマツの分布範囲内で7':iihJ抜の地主でかなりの問現をみるのは， \，、γれも地形の相異に原

因する同地的ï.f_気象その他環境問子の影特によるもの主考えることができる。これらの結栄を綜合し9 そ

の主要樹簡について図示したものが第 2@である。またとれら主要樹慌についてその ILI~}J{f母体数の高度に
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よる没化をみると筋 3 幽のとおりである。すなわち， トドマツ は海主主 600m の高度で最高の個体数をも

らp その阿裂に漸み誠少の傾向をもっている。これは低海抜高ーでは旺盛に繁茂する広葉闘などにより圧倒

さ，1\，..ま た，高海抜の地では環境気象の影響11 とごl二箆条件の変化

(高海抜では多く岩際'1:，'1:0) 士民主たは犯茨t'd 湿原土壌が多L つ

な どにより，と もにその個体数を滋少するものと考えられる。

また，グロエゾマツも， トドマツとほぼおなじ{頃 I ，'ij をしめし，

400 m より 600m の日さとみ銘に(間休数を増すが， 600 m か

ら 1 ， 000 m までの誠少はさわめ ζ徐々 Cあろ。その盟rJ l として

考えられることは，この樹隠は気象因子中とくに低温に対する

適応性の大きいことを示してL 、るものと，思われる。つぎにアカ

エゾマツであるが，この樹trflは 600m の市主まではその出現

個体数がきわめてすくな<， 800 m の高さでや守その数を地し

1, 000 m になってと、にが1体数が多くなり ，林分構成の主要な樹

検となってし、る。すなわちー自然、の状態て、ァカエゾマツの育H!J

は海抜 800m 以との地域にも {7 す 4ぶことを知るのである。ミ

ズナラは 400m の{氏海抜ではその日W~数が主わめて多L 、刀， , 

600m の高さで著しく披少し. 800m ではすでに林冠Il~成樹穏

としての存在をみとめることができなかった。これにはんし.

ダケカ γ ノどは4.COm の高さではその出現がなく， 600 m で僅か

勺 /
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Fig. 3 海抜高の変イtによ

る仰体数の変化

に生じ 800m でやや増加し.' 1, 000 m でし、ちじるしい増加をしめしている。

以上の結果を綜合すると ， 海抜 400m 腕より 1 ， 000 m の間に普遍的に出現する樹債はパ、ドマヅ ， グ

ロエゾマツ，イチイ の針葉樹とシウリザグラ ， ナナカマ fの広葉樹であり 9 低海抜高のみには ミズナラ，

メイゲッカエデ，アズキナシ，エゾヤマザグラ，ヤチダモタミズキなどを生じ，比較的高海抜地に生ずる

ものはアカエ ゾマツ，ダケ カゾ ノどなと‘である。これを水平的森林帯よりみれば，草ド氏が夕張岳で調査し

た垂直分布と同じように，特有の針葉樹を除くと温荷北部の相観を呈するが，これら標兆種を加えてはじ

めて亜寒帯林を形成してし、ることになる。

これまて、述べた垂直分布について，これをさらに直径陪別の本数配分状況を主体として，海抜高別に，

各J林地の 10 %以との問現個体数合もつ樹種につし、て検討してみると，第 4 表のとおりであ る。

この表によるとタ トドマツは海抜高の増すにしたがって小径木が遂次増加し， 反対に大径木の著し~、滋

少がみられるが，ほかの樹経ではi寄夜の変イrによる一定の傾向はみられないが， 全般的には 30-40cm の

胸高直径を有する ものが林分構成の主体をなしてL 、る。

2. その他の森林植物の霊直分布

林木の被蔭下に出現するいわゆる森林植物について入ると，附表第 1 にしめすように，最も広い範囲に

分布し，かつ相当の被度をもっ種i土ササ績であっ -c，その仙の林床積物Jは海抜高の変化に原因する顕著な

差異は 1 ， 000 m 以下の森林内では認めることができなかった。この表によればササ類(主と して 800m 以

下はグマイササ，それ以上.はオグヤマササ〕は低海抜高より高海抜になるにつれて減少の傾向にあるが，

これは林分環境因子とか土康酸度などの彰響が考えられる。
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銘 4 表 各海抜高の樹種毎l陶高直径階別本数配分表(1m 当り〉
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13-1 

125 

122 

800 1 14 - 29 15 - 28 一一 14 - 23 

r, ooo ! 15 21 17 15 7 10 5 7 2 1 1 19Q 

8叩 7 20 13 27 7 20 - - - 6 1 36 
ダケカジノぞ

|1, 00o 1 12 2.1 18 22 1-1 3 一一 7 一 71

ミズナラ I 400 4 8 7 25 17 15 6 8 2 8 I ぉ
備考表中の数字は百分率でしめす。

また， トドマツの粧品tli土被皮は高くないが相当の頻度で者遍I'!':Jに !1 m] しており，そのほかにグロエグマ

ツ， ミヤマカタパミなども被度は低L 、けれども頻度が日くその者適'1:[ーを生11ることができる。

海抜高の推移による H\:F月給数の&'化も種類と同じくその捌箸なものはなし、。個々の種の分め筒Wí を riiさ

により分類すれば第 5 表および附表第 1 にみられるとおりであるが，さらにこれを Raunldaer の生M2\~

分類にしたがし、整理すると第 6 表のようになる。すなわち，附表問 1 ではそれぞれの樋の分布範Illi をしめ

L , tì"~ 5 表ではこれを合計したものを弓Jにまﾍlf'} 5 表各海抜It'h間の共通種数

海抜高 I 400 I 6∞|仰い州 計
一二00 1.} 10 16 32 72 

(二 i f l: 
---E77J 「τ|司王円「

600 

800 

12 

3 

とめ jこので、ある。第 5 表と第 6 表を対象検討し

てみると， 40Gm-l， OGむ111 間に普通的に11\現す

る稲数が最も多く 32 種を数え，その生活w!の分

布V，);慢も HCl"-地中植物〉に属するものの 1m:店内;

多く，いわゆる Raunldaer の掠f持者りにやや氾

いJ診をもっているが， 40Jm-800m, 40Cm~60 

I, OCO 

Omとなるにしたがってややその生活到の分布の状態が2t 1) ， 400mのみに出現する極で、はその数の大半が，

JV�M (巨却Jおよび大型j挺空植物〉に属するものとなり，これは樹木の垂直分布と考え合わせ興味ある羽象で

ある。また， 600m の高さが最低分布限界となっている植物数は 12 種であるが，これについて生活理jに分

類しても有意義な結果は得られなかった。また， 800m の高さを最低分布日J511 とする凶は僅かに 3種で，し

かも 800m"，1., 000 m の聞に出現し，その生活引は M(小型1挺空植物〉または N (綾部挺空植物〉に属す

るもののみで，しかもこれらの縞物はいずれも亜日山性である。

総体的にみて，それぞれの高さの長低分布JIU$':、の献に生じ，しかもその日さだけにしか出現しなかった

種は 400m で 13 樋， 600m で 1 穐となり，その他の種は或る範回の分布の広さを有し，じかも 400m~

I ， OOOm の間でどこでも生ずる種がもっとも多く， i3.'>; 5 表でもわかるように，その分布範囲がせばまるに従
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各海抜高特有樋の出羽数と生活砲との関係m6 表

IViM M N 

3 1 34  

3 1 1 0 

200  1 

800  1 

013  1 

000  1 

o 000  

1 020  

17 3 9 8 

19.5 3.4 10.4 9.2 

Ch 生活現|
海抜高

400~ 1 ， 000 

400~ 800 

400~ 600 

400 

600~ 1 ， 000 

600~ 800 

600 

800~ 1 ， 000 

計|
百分率|

って海Ti~く種数の誠少がみられる。

また，それぞれの日さの出現飴について Raunkiaer の生活却を適用し分類整理3すると第 7 表のとおり

である。この表によれば 400m ではlViM が最も多く， G がこれにつき:， H , N の)1阪となり ， :Ratmkiaer 

の標準型j とははなはどしし、相呉を示しp ま t..:. 600m になると H が最も多く ， G , N , MM の)1固となり

Hだけはやや Raunk i aer の標準君uに近レが，ほかはL 、ずれもはなはだしい差異をしめしている。また，
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海抜高 --_  -_1 

400 
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均平

注

800 m と 1 ， 000 m とは両者とも大体同じ傾向を示す生活'1flJに分類されたが， Raunkiaer あるいは主主下 2)

の場合とはことなった結泉を示してし、る。この原因として考えら.!t-ることは，舘者の調査は主として林内

植物のみl'こっき，しかも似られた試験地内に~11現した検について分類したことにもよるカらまた， Raun-

kiaer の標準型と比較すると p 半地1-:植物および地i十'植物に富むことは，かつて草 F氏が夕張岳で調査L

k.例と同じで亜~I'帯地方の特徴でもある。

つぎに Raunkiaer's Law of F問中巴ncy につL 、て検討考察すると，附表第 2 に示すよ うに 400m~

600m の間では 2 つの頂点を有し，大体 Raunki aer の例とー殺するが 800m~1 ， OOO の聞では全体の迎は
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A>B>C>D>E 

となり，その出準~~式の

A>B>CミD く E
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とは一致したむをしめさない。し泊か、し，大竺己j 1μ山LI 北 p内1列H回の 4二二の 2 つのf迂l日~， -すす-j- なわら 40ω0九 6ω0仁m と 80∞O~

1 ， 00仰Om のをれそ

は， I~aunkiaer's Law の成立を認め.仙のiMぷでは， F:cequenzgrad の日L 、ものはど，開)tiの漸減して

いることをた&べているが，大室J山のこの，V，'J査の例でも 400~6COm の!日]はサザ J;iiの繁茂がlEE践で，被Ei，頻

度ともに 800-1 ， 000m 間に比べ前九、ため大雪山の北四回i森林内地物の Raunkiaer's Law of Frequency 

の妥当性を論ずることをやめても.これらの結果から松江氏のネマガリダウの例と完全に一致し，しカも

このような特殊林!ぶ植物のところでは， Raunkiaer の法}lIJが此立することを9;11 ることが.(:きる。

国 樹木の成長経過と成長量

このようにJ\@可分布をしているこの地方の森林において，その一部である永山信‘の北阿国で，各海抜高

ごとにトドマ内グロエグマ川アカエゾマツの 3検についてをの成長野泊と凶長討を調査したので，そ

の結果をよ~ベる。しかし.アカエゾマヅは 400m， 600m のところ，グロエゾマツ l 土 1 ， OOOm のところ C

それぞれ適当な資制をとることヵ:できなかったので省附する。また，この地だけの耳目分布の状1}-?(土，す

でに間前主主 5) に発表してある。

なお，各ì'fi}抜高別の立木の特j度-:r- 9;11 るために樹間平均~}!断念:;kめてみると下表のとおりである。表Iドの

数字は

j=J ~ で求めた。

j-: 樹!日j平均距!諦， N: 本数， S: 面積

第 8 表 制間平均距陣表

~-樹締 1 トドマヲ|グロ |アカ l ミズナラ|ダケタンパ 1 平 均
1担ìJ11Æ・ -----------1 '" " , / 1 エゾマツ| ェ、'f--" -;;1'''/ /I"̂ '?/'"I 

4∞ 8.5 1 8・ 3 ! - I 8.2 I - 1 ・ 5
600 6. 日 7.5 I - I 10.0 ー 4.5

800 8.1 7・ 3 1 19・ 1 I - I 15.8 “ 
1,000 8.9 1O.1! 8.7 I -I 12.8 I 4.9 

また， ~赤木の成長を述べる前

に，この樹幹析解を行った安足

問地区のこれらの主要樹慢の!日

玉県個件数の表と混交率の表を各

海抜高別にまとめたものを第 9

表にかかげる。

第 9 表高度による個件数の変化 C%)

一一\ 海坊高I1nn ,..,-,,, 1 nnf� 

樹積 一~I 4CO i 6CO I 8CO 1 1 ， c∞|総ネ数

トドマク! 21 I 36 I 24 I 19 1 638 

7 カエゾマツ 1 I 3! 13 I 83 I 161 

グロエゾマツ 13 I 33 I 36 I 18 I 527 

ズナラ 99 1 1 1 ー 1 - 91 

ダケカ ν パ- 1 10 I 38 52 1 105 
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第 10 表 海抜高別混交率および極数表(第 1 表〉

~ 海抜高| A 400m 
B C D 

樹 ¥ 

-------~ b | 平 均 600m 800m 1, 000m 
種 a c 

アカエゾマツ 。 5 31 

ド ーマ ツ 24 39 25 30 50 37 30 

グ ロ エゾマツ 6 27 4 13 37 44 23 

、
コ民、a ナ 7 35 4 37 25 

オヒョウ ユ レ
一 ら 3 3 6 2 

キ 2、 !J' 2 2 6 3 2 

メイゲッ カ エデ 3 

アス、キナ シ 2 3 2 

イ τr キ 。

シ ウリザグ ラ う 6 4 

ミ/ ナ ノ キ 6 7 4 

イ タ ヤカエデ 14 2 6 7 

エグヤマーザ グ ラ 2 

オミ オミ ノ キ う 2 
弓ヨF 7J ノ、 2 

-¥7 チ !J' 弓壬 。

、、、
耳、 キ 3 

セ :/ ノ キ 一 3 

〆ケカ ゾバ
一 2 9 13 

ケヤ マ ハ Y ノキ

ナ ナカマ { 3 

ノ、 ノレ レ 4 

種数

総本数 (ha) I - I 

口Y
O
D

-

1

つ
4

4
・

q
J

R
ノ7

t
 

A
a
 

[結考海抜 400m における a， b , c の分類は淵査区の番号を しめす。

1 . 樹高成長

a) トド マツ

海抜 400m では ， 20~30 年の被庄時代があり ， この期聞を経過すると急滋に成長をは じめ連年成長で

30~120 年の間は毎年 0. 2m 前後の成長をしめし， 平均成長とともに 120 年で その極大値に達し，以後

次g(>;にその成長は滋少する。 これに対し海抜 600m では比較的幼時の成長は速で， その極大値は 400m よ

り 平期に きているが， 800m でーは幼時かなりの被圧を受け， 80 年ごろまでの連年成長はす くなし 、が， それ

以後の批令木にな り上層林冠に達する まではかなり 旺盛な成長をしめし ， 110 年で連年成長の極大値を招

来してしら。 また， 1, 000 m の トドマ ツ ~ì ， 環境条件 とく に気象因子の影響を強 く 受け連年， 平均ともに

0.05 m 前後のかんまんな成長を持続して L 、 る。 ま た，これを総成長についてみる と ，海抜 400m の高さ

における成長は図 (Fig 6, 7) にみられるように， 被庄を脱却してからは， 年令に対し直線的成長をして

130 年で 24m の高さを示しているが， 600m では同じ く 130年で 23m と ， やや劣った成長をしている。

また， 800m では被圧を脱した 20 年以後は 120 年にいたるまできわめて緩慢な成長を年令に対し直線的

にするが， しかし企般的にみて 170 年で 18m となり ， かろうじて上層~if冠に到達し，以後の成長はふたた
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び絞1伎となるが，この

傾向は 1 ， 000m t:::. -L'\' 、

ても r"J じで方〉る β: ， 1，1記

長量は 130 年で僅かに

10m 前後の状態であ

る。平均成長，述年成

長でみられるけん著な

ちがし、は， 400 m , 

600m の低海抜では生

育の前半でj\'!j \，、{白を示

し -0 、るヵ:， SOOm, 

1 ， 000m と海抜がI匂く

なるにつれて生育の中

期以後に成長の極点が

きていることを知i る。

それは卸 11 楽に示し

た極大悩一覧表に示し

た連年成長，平均!iX，長

にもみることができる

b) グロエゾマヅ

fD剥左 400m では被[f

Il!f{\;:が比較「民短から

その極大他は逼:年成長

で 70 年，平均成長で

8初O年にそれそ

と 0.2m の似をしめし'それ以後は次徐に成長がおとろえ辿年成長は 130 年ごろからはむしろ 600-800111

のところのものよりすくない。これに対し 600~800m のものは 20 年前後まではトド--<':Yと同じように

被庄時代があり，それ以後にやっとïEli1~ と考えられる成長をはじめるが，とくにえ[.年成長は 60~11ü 年の

間に，また平均成長は 72 年以後に 800m は 600m よりよし、成長i立をしめしている。し、ずれも桜大{iWì

600m で連年成長が 130 年.平均成長は 140 年， 800111 で・は，連年p 平均成長ともに 90 年となってい

る。また~ ~合成長は 400111 では大体 90 年くらいで梢端がと層林冠に到達し， 130 年でこの林冠の構成国

子となり p ここに世棋は[何者ßを生じ以後成長はかんまんになる。

また~ 600111 ない L 800111 についても 1EO 年ごろまでは直私的なと昇紋在とり，と層林冠に達してか

ら曲線に♂i部を生すGることは前と同様である。連年成長の最大時期は各海故高ともに 80 年前後にあらわ

れるが海抜の低L 、ほど，若し、時代に長大値がきている。また?平土主:成長も i主年五x長と同じような年令的な

ずれを認めることができるが，極最大f日付近の年令で成長主が一応安定する傾向を示しているが，その期

間が低海抜のところほど長いことを知る。
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c) アカエゾマツ

海抜 800m， 1, 000 m ともに 100 年近くの

被庄の状態を続けるが， 110 年ごろをさかし、

として次第に成長量をまし， 800m では連年

成長は 150 年で 0. 34m，平均成長では 200年

の 0. 12m， また 1 ， OOOm では 140 年の 0.25m

m 
aヨ

0-2 

の連年成長の， また平均成長で 170 年の0.09 0.1 

m の極大値をしめし以後の成長量は次第に

減少する。 また，こ の樹僑も グロエグマツと

同じように，連年成長で 64 年から 143 年，

平均成長では 100 年から 164 年の間，すな

わち，批令期には海抜 1 ， 000m が 800m より

よい成長主主をしめしている。

つぎtにこ P 総成長についてみるとè.，海抜

80∞0111 でで‘は 140 主年Fごろより急激Tな工丘成見長を

して 17初O 年前後で一七庖」林外冠に到達し，

1ω90 年でで、高さ 22. 3m で

成長長，はふたたび緩綬"l慢l曇になる。これに対し

1 ， 000mでは曲悩iの傾 向はきわめてよく

にているが，年令的な遅主しを生じている。

L 、ずれにしても，この樹極は生脊の前半

期に 80 年，もしくはそれ以上の長い被

圧時代を経てきてし、る。 連年成長，平均

成長でもこの被圧時代の影響を端的にあ

らわし，最大の成長量をし

10 

めすのはいずれも 120 年以

後においてで-ある。
(C) 海M: 800m.. 

2. 胸高直径成長

a) トドマツ

連年成長の極大{直は海抜

400m では 110年の0.51cm

で ， 80年生こ ろから成長が

よくなり ， 120 年以後は漸

減するが， 平均成長ではこ

の年令でまだ上昇の傾向に

あるがp 海抜 600m ではす

でに 30~EO 年の間に;般本

知在、 (m)

-ó-一宮む。

ーー_10む。

100 1ヰo 180μo 与

アカエゾマヅ

Fig.6 樹高成長曲線

-0ー ト rマツ
ー・~7 0 ヱソ‘1マ ν

((l】迩依400m. {品)海拡600m

--{)--ト b マ‘ゾ
ー・-?':11-‘ノマ，，/

-ò- y/) ヱソ'マ ・7
< d >えらF在、 1 000 、l\..

Fig.8 樹高成長曲線
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熔んな成長をしめしている。また， ì{i_i抜 800m， 1 ， 000mではともに 90 年ころまでかんまんな成長をなし

100 年以後になってはじめて成長がよくなり，その樋大仙のでかたは大体樹高成長の場合と同じような傾

向にある。

第 11 表 連年平均成長根大他一覧表

i江7干三司L1l 吉諜z !「~~μトL〉五悩樹」、;; l iた瓦糾Lι雲五ιふ山1;Lμ樹齢4習蹄令

i li;j;::1;i1:[[ :iil;j;!1l ;;;:ij![!;;:1l ![1::;!i( (11ι!1Lh九仏[げ川;ι:口ロ叫::2::ヰ:1l ;::川 詑
4CO 

600 

800 

ICCO 

つぎに， ì海毎抜 400m の総成長長lは被圧時代をすぎた 3叩O 年以f後愛は， 11叩O 年ごろまで

0.211 240 

220 

て 2幻7 cm 前後になるが，このころより tおそれ以前よりすこしばかり成長が少なくなるが，それでもか

なりよい成長を示しているO また， 600m では 70 年ころまでよい成長をして， 400m のそれに比べはる

かに良好でゐるが，それ以後はすこしおとろえるようである。つぎに 800m では 110 年ころまでやや綬

CI>I 

O.~ 

0.4 

0.3 

0.2 

0.1 

言己 ω m一一一--no

~t昼鵠‘f 引
ベト "HO 

ー← 600
-A- 8¥)0 

-‘一 1000

20 

トド 7 '/ 

1&0 1叫 扇一一一づ万

Fig.9 目立径成長曲線
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慢な成長をするが， ちょうど樹高成

長がよくなるころと同時に急激な肥

大成長をしてしら。それは連年，平
一日五 í\

GoO 
800 

均のそれぞれの成長についても同じ

である。 1 ， OOOm でもその曲線の傾

向はほとんど 800m と同じ傾向を

とわその成長経過からこのような

天然林では 100 年近くの被庄時代の

あることを知ることカ2できる。いず

れにしてもこの 4 つの海抜高の場合

iqo 100 
海抜高があがるにつれて成長量(同

JO 曲 100 1 80 坪 60 l '争。 180 

グロエゾマツ

一年の〉が少なくなることは常識と Fig.10 直径成長曲線

一致する。

C珂
0., 

且今

道、靖、

一会- 800 
..... ー 1000

Q.3 

6õ一「有一'1す 11!0' , '�ﾕ' ， 牛

アカエグマヅ

Fig.ll 直径成長曲線

b) グ ロエ ゾマ ツ

CI凡

=。

-0- トト .マツ ー。-1ロ .l.ソ"マツ

(且)渇彼 斗 G仇 倍。 ω捌 600m

/

ノ
イ
心
\

~
0

1lwmh Fig.12 直径成長曲線

海抜 400m の旺J除な成長は 90 年ごろからであって，連年成長の最大は 120-130 年の間にあり ，平均

成長の最大は 130 年でそれぞれ 0.37 と 0. 23cm となっている。それ以後は漸厳し， また 6ûOm では 90~

150 年の問で連年成長はかなりよ〈なるが，その極大値はその後，すなわち 200 年以後に出現するものと

考えられる。また，平均成長についても ， 大体直線的な成長をしめし， いまなお 上昇しつつあり ， 800 m 

では 80-90 年こeろに一度成長の最時期がおり ， その後はいったん下降現象を呈し 200 年ごろになってふ

たたび上昇している。

これをトドマツと同じように総成長につL 、てみると， 400m は当初Jややかんまんであるが， 70 年ごろ

から直線的に旺臓な上昇棋をとり 140 年で 31cm とな 1) ， このころからふたたび成長がゆるやかにな り p
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-0ートドマ I.!J ~・-7Cl Z ・ノらγ「金一 1'1J:r. ソ lヤツ
樹t.':î凶長と同じ傾向をとる。また，

""J...+- ",,=_." (1111.% 
rc.) >，昏主主 800ln. p トio r43E輔・ IOOO ln.， 6ûOm でも成長量は大体年令に対し

-12の率で直線的に l二界するが，

400m に比べると，かなり劣ってい

る。 800m で、は，幼時の被圧時代の

成長ははなはだ少なし、が，それ以後

になると，むしろ 600m よりよし、成

~O 

長設を示し，たとえば， 140 年で

33.9cm と L 、う成長をしている。

c) アカエグマヅ

Fig.13 直径成長cttl紘

�"f霳U 800m で1土j主年成長の極大値

は 160 年で O.5cm i;.: しめし，平

均成長の栂大出lrrは 240 年の羽在なお

上昇しつつあり，また海抜 1， COOm では 140 年で 0.3g. cm の連年成長の部大的があり，平均hx.長は 220

年で O.19cm となっている。

また，総:成長でこれをみると海抜 800m では，ここでも天然林特有の低巴時代が，しかもかなり長期に

わたり存在するが，それをすぎると成長はみ銘によくなり，たとえば 24ü 年で 53cm 前後の成長をして

いる。また， 1， OCOm でも相当に長い被庄の時代があり，その間の成長もまたきわめて少なし、力、その後は

やや成長がよくなり， 250 年で 42cm となろが， 800m よりややす〈なL 、れ肢の成長である。

3. 幹材積成長

幹材関成長は樹言i と ftC筏の綜合結果によるため9 連年，平均piî成長は制令1'1りに多少のずれはあるが同じ

。

一←十ド守‘ソ ー← 7口LゾマV

ヨ1) I (QI お抜 400 肌. ぐい洛伏600汎

Fig.14 材間成長rl 1司忠良

ilYf ような傾向をしめすのでこれを名目性 L，総成長

のみについて，その成長経過をたどってみる。

]t; 
a) トドマツ

海抜 400m では 50 年くらいまで比較的徐々

に成長するが，それ以後の成長量は急搬に治加

。 ずる。これは天撚HW.'i有の成長経過で，幼時の

被庄を物語っている。また， ECCm の高さでも

1.':; 4Cüm!:: 同じように 50 年以後の成長がよいよ

うである。また， 800rn と 1， OOOmはともに樹高

1.0 および直径の場合と同じように設定時代が低海

抜高より長く，例えば 120 年で僅かに C. C5m3 

百tj後のきわめて緩慢な成長位するが，そオ1 以後

ω はそうとうの成長盆をしめしている。
b) グ口エゾマ、y

4COm では sc 王手くらいの被庄時代が~~)り，

その時の11記長世献は凹7診をなすが，それ以後は
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ほとんど直紘的に一定の比主卒、で成長している。その盆は 150 年で 1. 03m", 200 年で 1. 82m1 となって

し、る。 6GOm のh足長経辿とその傾向も 4C{)m のそれとよく似ており ， 150 年で伐採の時は 1. 15m3 の材

関成長をしてレた。 ëQOm の成長曲忠良も傾向は 600m あるし、は 40Cm のものと同じであるが，成長設に

おし、ては 4COm よ りややよ L 似を示してし、る。

c) アカエグ""'1':1

EGOm と 1 ， CCCm のどちらにも 1CO 年に近

い被庄時イそがあり ， その後の成長経過も，両者が

ほとんど同じようであるが， Fig. 15 の図にみ

られるように ， 1 ， 0むOm の成長設が ëOOm に比

べやや劣るような傾向をしめして L 、るが，被庄

脱去11の年をそれぞれ宰年として 2 つの成長曲線

を比較するとむしろ 1 ， CCCm のÎ:が， ECCm よ

りよ L 、成長をすることをしめしてレる。

4. 綜合検討

突然林の勤時の被R11F fit!は単木のJ~境条{~に

より著しく相呉があり ， それが広葉樹の多L 低

海抜の地よりも針葉樹の多くなる高海抜のi也の

万が一般的により長期間であること，また直径

ー_.
JミDtι

25 

1.0 

0.5 

生

ベト .f'句、ソ ー・-70.l'-ソヤ~ -ò-ーァカエソ三マフ

【 C)海~~SGJm.. (cll 海抜 IOOO m.

60 

Fig.15 材積成長出制

と樹高の総成長についてみると ， 樹高はある被圧降伏をすぎると悶級的な上昇棋をとるが，大体k肘折、冠

に達すると樹令のがj老にかかわらず， その成長がL 、ちじるしく滋少するが，直径成長は被E脱却後は樹高

が上問林冠にj毛Lf::.年令以後でも ， ほとんどそれ以前と表、らなし、率で成長を持続してしら。すなわち，樹高

はある年令(これは上J0林冠に達した年令で・あり，天然林ではその時のその樹木のもつ政境によりきわめ

て不定である〉以後の述年成長量の滋退はL 、ちじるしいが，直径成長は樹高ほどに顕著でなし、。したがっ

て，これら 2 つの綜合結果は材積成長量の曲線 (Fig . 14, 15) に より 知ることができる。

N 分布と成長との関係

以上.の結果よ り各問問の分布， ì見交などの状態と成長との関係について検討を加えることにする。

1. 各海抜高ごとの混交率と成長との関係

海抜 400m の高さでは前にも述べたように， トドマツ 32% ， グ ロエグマツ 16% の混交率で トドマツ

が圧倒的に多いが，成長を総成長盆で比較すると p 樹高成長はグロエゾマツがやや良好な結果をしめして

いる (Fig. 7 ， めが，直径成長 (Fig . 12, 13) は トドマツがよく ， その綜合結果である材積成長は (Fig. 14，

1 5) トドマツがグロエゾマヅよりよい成長盆をもっ。たとえば 160 年現在でグロエゾマツの1. 23m' に

対しトドマツは 1. 56m3 である。また，海抜 6üOm でも トドマツ 50% に対しグロエゾマツ 37% の混交

率を示し，成長室の!順位は混交率の順位と一致している。つぎに 800m ではグロエゾマツ 44%，トド マ

ツ 37 %，アカエグマツ 5% のJI聞に混交しているが，成長設でもそのl順位はこの混交率のl順位 と一致した

傾向をしめしてし、る。このようなことは各海該高のところにみられる現象で，植物分布とそのところにお

ける個体筏度と成長と の間に斡接なつながりがあるようである。逆論iするとその植物jのあるところにおけ
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る個体絡度カ可否L 、ことは，そのところがその植物にとって最も生存に好適な条件を有しているとみること

がで、き，したがってそういった生有条件のょいところにある植物はそのところで最大の成長量を示すとも

考えられる。たとえば 150 年現在でその材積成長畳をみると，グロエグマツ1. 5mうトドマツ0.55m九

アカエゾマツ O.38m' となっている。しカ、し， 180 年以後のトドマツとアカエゾマヅを比絞すると，これ

はそれぞれのtiij\木それ|ヨ休でもつ一つの!f~f性としての樹令に対する fl~ :.F 持続の凶係が明示されている。要

するにトドマツの[11(長長崎)t日は 150 勾以Jìíjにあり.アカエゾマツはそれよりさらに長〈成長の絞盛期をも

つことをしめしている。

つぎに 1， OCüm の泌訟日iで‘はトドマツとアカエグマツの混交率はそれぞれ 30% と 31% とで近い他を

しめし，したがってまた，成長註でも個々の樹木の立地による環境条fI:の相異により多少の差具はみとめ

られるが，全件併にみて樹高， Iロ:i'ま，村民ともに各年令ごとにほとんど近似した仙をしめし，特に材t'lで

は企く一致する時代も現われている。 L かし，成長期の後半で ft~ií[(のひらきは大きくないが， ïÌÎîに述べ

たようなトドマツとアカエゾマツの成長 hの特買が表'1)1されている。

2. 各樹種ごとの海抜高の差異による出現但億数の変化と成長との関係

(1) トドマツ: 海抜 4COm から 1， CCCm l での H'mW;1休教の変化は!ríl2 表にしめしたように，下か

ら 21%. 36%. 24% , 19%，となっており，海抜 6COm がもっとも多く，以ド 800m， 4CCm ， ], COOm の

Jlfnになっているが，これに対すろ成長j辻は平均成長:のもっともよいのは 60Gm で，このj~lf干 80 年生くら

いまでの成長は特に匹感で。つぎは 4CCm， 8oom, 1, CCOm となり佃件数のIIJ(H立とは 40むm と füCm が

L 寸しかわってし、るが，これはこのような虫百分布をする天然科:の一つの特徴主も考えられる。それはlli王it

佃件数のífíìからみると気431条'flのめぐまれた 4COm で1士仙の樹穐の佼人もはけ~しく山立する開数も 800m

にiヒベ非常に多L 、。このため各樹慌の山手Jできる笠間もおのず力、ら制限され|百;一同の個件数は以ってくる

ことになるQ ト f'" ';lのように比較的問海抜の地まで広く分布できる問では 8COm て、は，たとえ気象条件

が 4GOm にくらべ多少不利な状態にあるとしても空間的には多くの好条件があるため，必然的にその個体

数が多くなる。また，Ðli長の面カ h らみると， 40Cm f士気象I'j'Jに好条件にあることは前にも芭ーいたが，さら

に混交する樹践が広葉樹であることなどは，気象的に不利な状態にある 800m はさらに針葉樹の多い天然

林共通の現象として，被庄即日目の長いことなどが影響し，このような結来を万三すものと考えられる。海抜

1， OOOm は倒件数は 4COm に近い{山をもち，ú.\長統治では ECüm と同工傾向をとるが，その成長金におL 、

て，これら二者より小さい仙を示すことは，訪問の環境条件からみて必然の結来と考えられる。

(2) グロエゾマヅ : つぎにグ廿エゾマツは出;J}lする個体主主力:下から 13%， 33% , 36%, 18%，と

変化し，そのII~if立は 8COm， 60Gm, 1, CCOm, 4CCm となっているが，成長丑は疋年成長の最大i~I もまた被

庄脱却後の平脅威長もまた総;材積成長においてもともに 800m のものが最高の{直をしめし，また即日m

と 4COm を比べると樹高連年成長で1::0 年生くらいまでは 6CCm が良心それ以後は 4COm が優位にた

つが，直径成長では 600m が終始よい成長をするため，総材積成長も 60Cm がよ L 、結果をしめして混交率

の)順位と一致して L 、る。なお， 1 ， CCCm は適当な資棋をfさなかったので成長をの比較をすることができな

かった。

(3) アカエグマツ: アカエグマツは自然分布が 800m 以上ではじめて林分構成の重要な因子にな

っているため，前にも述べたように資籾は 300m と 1， OOCm の 2 カ所だ?で採集した。その出立個体教の

比率は 8COm の 13% に対し， 1 ， OOOm は 83% と急訟に多くなってL 、る。これに対し連年成長は 80 年
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より 150 年ころまでは 1即Cm がよし、結果をしめし，また平均成長査でも同じような傾向をみることが

できるが，いずれにしてもその差は僅かであり，高度による問攻個体数と関係はあまりはっきりした関連

性をしめさなかったが，これは主として特殊な環境に多く生ずるこの樹陪の特性と考えられるが，このこと

については.'iJ1Jな際会に充分な検討を力I1えたし、と考えている。

V む す 1J 

相物が生存するには環境のj菌汚が第一要件であり，これら諸条件が満足されてはじめて，発芽成長を行

い，ここに植物分布が決定される。これを逆に考えるとその土地に最も多く分布あるいは出現する(個体

勢、において〉ことはその問問にとって最も生育条件のょいところであり，このような場所で、はじめてその

稲は長大の凶長をするものと考える。したがって，その伺体数またはi見交率の優位なものほどその場所で

はよりよい成長をしめすことを知るのである。このことは同じ海抜高で各樹種間のi見交率と成長査を比べ

Tこ場合に 4COm と 6COm のトドマヅ， 8CCm のグロエゾマツまた 1， OOCm のアカエゾマツの例にみられ

るようにそr関係をはっきりあらわしている。また，同じ樹種でも，例えばトドマツの成長量は各海抜高

でも HW'，j[l)l体数の順位とほほ一致しており，またグロエグマツでもトドマツの場合と同じように結論ずけ

ることができ，さらにこれを総材積成長でみると数字上にあらわれている差はきわめて陀カ aで，この問問の

適応i胞団はトドマツほどではないが，その差のすくない点カ‘らみるとこのような山岳地用のf~~~で、はかな

り rlJを持った適応'1性をもつものと考えることができる。

つぎにアカエゾマ Y の分布については 2 つの考え方をもつことができる。すなわち，まずH1:gi~個体数の

ま;l1*泊、らこの地方の適地は海抜 1， COCm 附近にあること，また考え方を変えると， :utl'E最も多く出現する

この1 ， OCOm附近は必ずしもこの樹積にとっては適地ではなし、ヵらこの樹設の特性として気象的，土接的な

要求度が{氏く，逆には適!ゐ範囲が相当に広い性質をもっているが， f也の樹径との競合のあるときはL 、つも優

占慌になることができずに他の脳障がi旺盛に生育するような場所では，例えそれがアカエグマツにとって

も好環境のところでも圧倒されて生立できず結局他の樹援にとってはきわめて不利な環境条件の処にだ

け，その適応性の広い特性を手1:附して生育しているのであって，本来の適地は必ずしもZ12在旧政頻度の高い

ところではないとする考え方である，これら 2 つの考え方を成長室から考祭すると， 8CCm の成長註が 1 ， 0

OOm より 150 年以後においてやや良好な結果をしゐしているところカミら，あるいは後者の考え;)が肯定

され，また成長設にあらわれている1)1~を問題にしないとすれば， 1, 000 m を適地とする前者の考え方が成

立するが，これらについては将来充分な調査研究をすすめたL 、と考える。

百摘 要

1) 大雪山北西国の山麓には温帯北部性広葉樹が多くあるが，海抜 600m 以上になるとこれらの広葉樹

は急激に被少し，海抜 1， C{)Om で、はまったくみられない。

2) 海抜 40Cm から 1， CCCm までの間に普遍的に存在する樹種としてはトドマツがもっとも多く，とく

に海抜 60Cm においてその出張個体数がもっとも多L 、。グロエグマツもトドマツについで普通性がある

が，その出Kf肉体勢;からみると環境に対する適応性t土トドマツよりややすくない。

3) アカエゾマツ，ダケカ Yパは海抜 8COm 附近よりその出現が多くなり， 1, CCCm 附近で特にアカエ

ゾマツの佃件数fj 最も多くなるがヲダケカ γ ぺの分布はさらに多〈そのとにのび，個体数の最高も 1， GCCm
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より高いところにある。

4) ìiI3:抜 1， CCCm 以ドの天然、林の料、床ではその植生には著しL 、変化はみられなかった。

5) いわゆるラウシキエ戸ノレの法則の成立は海抜 6C心m 以|ごで‘あり， EOOm 以上では単頂点の変化をし

めしていた。

6) 林床植物をラウ Y キエ{ノレの拐、河七生活ifリにより分関すると，半地1-; 植物と地1ド植物の多いことがこ

の地方の特.徴と考えられる。

7) 林木の成長を全般的にみると，各海捗商ともに?見交互容の高い樹給ほどに，また同じ樹関でも， HI現

する個体数の多いところはど成長が良好なようである。

8) トドマツの成長は海抜 6CCm が最もよく， ECOm, 400m, 1 ， OOOm の)I[(îになるが， Hi荻{回4半数のも

っとも多いの![， 600m で、あった。

9) グロエゾマツの成長は海抜 800m が最もよく， 600m, 400m のJi[口になっているが，各海抜市の比較

による出:[j[個体数もこのl順位と一致してし、る。

10め アカエゾマツはその分布が高ìh.H友 (800m 以上〉の地に限定され，成長の比較は 8COm と 1 ， 000 m 

だけであるが，被店を脱しf二年を零年とすると 1， CCDm の方がややよいl点長をしめしてし、た。これも「川i円i政羽l 

佑佃H引1 毒数主は 1 ， 0氏Cむα、吃臼C

11) この 3 つの樹隠のb成x:長の i良ミいところをちな、らベると， トド?ヅ 6飢Cむm，グロエ、ソノf，寸マ，ヅ 80∞}Om，アカエゾ

マツ 1， C{印むmとなり1) ， 3私樹;十附』司利有引郎li間i苅日でモれそぞ、jれ1[成.li.f長ミにi最長もよい H侭立境を分けけおbつているような]以ム?象を呈してい 7、。
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Minoru NAKANO : Foundamental Experiments on Natural 

Regeneration ( 2). The Relation Between the Vatical 

Dis1rlbution anc1 lbe Gro'vvth of the Forest Trees. 

R駸um� 

1) At the nortt-west part at the 100t 01 Mt. Taiset su, the northern temperate 

zone broad-leavec1 lrees ccupy the largest part but they suddenly docrease as 600 

meters above tbe sea-level, and lbere are founc1 no工e of tbem at 1,000 meters. 

2) The tr巴e Species wbicb general1y occur from 400 meters to 1, 000 meters is 

Abies Mayriana Mzyabe et Kudo and especial1y it is the most abundaut at 600 

meters above the sea-level Picea jezoensis Carr. accurs next to Abies Mayriana 

M'zyabe et Kudo but its ac1aptalility to the enviroment is less than Abies Mayriana 

Miyabe et Kudo. 

3) Picea Gleわ1i Masters and Betula Tauschz� Koidz. grow much from about 

800 meters above the sea, and especial1y the number of Picea Glehni Masters is 

high巴st at about 1,000 meters, the Betula Tauschz� Koz'dz. dis1r ibut巴s at higher 

altitnde and most of them is located at higber tban 1,000 met町己 above tbe sea. 
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4) At the fo1'est f1oo1' of below 1,000 meter natllral forest, there are 110 remakable 

changes in vegetation. 

5) What they ca11 the “ Raunkiear's Law" applies at be10w 600 meters, <1nd 

the single top shows change at higher than 800 meters above lhe sea. 

6) It is the feature of this dislrict that hemi-cryptophytes and cryptophytes 

occupy a pa1't of it, the 1and plant are divided into c1asses by Raunkieα〆s standerd 

life form. 

7) 1n general, the gr 

hi吋j氾以ghe町r mixt加ur印e rate at a11 1eve1s above the s旬巳a仏， and a此tpμ1aces where hi氾ghe町r numbコe町r 

occu1's for lhe same tree species. 

8) Not on1y the growth of Abi・'es Miyriana Miyabe et Kudo but a1so its occq-

1'1'ence is the highest at 600 mete1's above the sea, and 800 lll. 400 m. and 1000m. 

follow in the o1'de1' of g1'owth. 

9) The growth of Picea jezoensis Carr. is best at 800 mete1's above the sea , 

followed by 600 m. 400 m. The o1'de1' in occurrence at diffe1'ent a1titndes equa1 the 

g1'owth o1'der. 

10) The distribution of Picea Glehni Masters is 1imited at highe1' than 800 

mete1's above the sea, and the g1'owth at 1,000 mete1's is a litt1e bette1' than at 800 

mete1's by acomparison lstween the two altitwdes. 

11) 1'he most favo1'able hight above the sea is 600 mete1's fo1' Abies Mayrianα 

Mzyabe et Kudo , 800 mete1's fo1' Picea jezoensi・:S Carr. and 1,000 mete1's fo1' Picea 

Glehni Masters. We can see t11e phenomen that the th1'ee tree species share thei1' 

1'eopective best envi1'oment at diffe1'ent altitucles each. 
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海抜高別~*床植物一覧表(附表第 1 )
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(附表第 1 )
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海抜高別 4種生活理1類別による頻度表(附表第 2)
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